











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ジ ゲ ゾ ゾ
casα"2sγs〃amldharmanavlsamsl-st且jti､samsargascanamasat且myugapac
cabhavatItl.
＊Tib，38a3にsemsとあり、Yamaguchiはcittamとするが、Ⅳノイは「思」
とし、Tuccied.(p.27)もcetan且とする。
そうではない。なぜなら「感受、発想、意思、識知というこれらの法は、混合している
のであり、離散しているのではない」という経言と相違するからである。混合とは諸の
存在が同時にあることである。
〔心心所同体論者がそれに溥える｡〕
yohidhal･masvabhavamaparilliSPallllamicchatitasyaitats[ltl-amasmimlarthe
'jiiapakamiti.
法の自性がすでに成立しているのではないと主張するものにとっては、この経は、その
ような意味を指示する根拠にならない。
『順正理論』（Ⅳ』ChT29,395al-396b22)においても、警嚥者の心心所同体説を反駁する
箇所がある。そこでは上に引いた同じ経典が、逆に僻嚥者の同体説の経証として用いられて
いる。それに対しSanghablladraは，「和雑(samsarga)という言葉は別体を表わす」と反
論する(ChT29,395c)。山口益『中辺分別論釈疏」p.51注(4)参照。
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